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説明 

手間のかかる面倒な作業をカスタマイズによって 1つのコマンドで実行できるようにして効率化したり、

複雑な処理を自動化することでミスを防いだりすることができます。このような効率化や自動化を行うた

めに、AutoCADでおこなった操作を記録して、そのままマクロコマンドにできるアクションマクロから、

AutoLISPや VBAのプログラミングによって便利なコマンドを新たに作成するプログラミングカスタマイ

ズまで、AutoCADには様々な手段が提供されています。 

このクラスでは、なかなか手を出しにくいイメージのあるマクロやプログラミングカスタマイズに関して、

実際に作成して実行するまでの手順を紹介していくので、AutoCADで自動化を実現して効率化に取り

組む一助としてください。 

 

スピーカーについて 

建機メーカーやプラント会社で CADオペレーターとして働いた後、オートデスク株式会社に入社、この

業界に身を置いて 25年以上となる。AutoCAD等の製品サポートから、日本でのクラウドサービスの

立ち上げまで様々な部門を経験し、現在は技術営業本部でテクニカルスペシャリストとして、建築・建

設分野におけるオートデスク ソリューションを技術的な面からユーザーに提案、支援する業務を担当。

業界の最新情報の紹介や、AutoCAD、Navisworks、Revit、Dynamo、BIM 360、ReCapなどのオー

トデスク製品やサービスに関して、新機能などの最新情報や基本的な使い方からカスタマイズや各製

品の連携などの応用編まで、セミナーでの講演も行っている。著書に、「AutoCAD 2000 VBA入門」、

「AutoCADカスタマイズの手引き」がある。 
 

 

 

学習の目的 

• 目的に応じたカスタマイズの手段の比較 

• アクションマクロによる効率的なマクロの作成 

• AutoLISPによる便利なコマンドの作成、デバッグ、実装まで 

• VBAによる便利なコマンドの作成、デバッグ、実装まで 
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AutoCADのカスタマイズ 

AutoCADは生産性を向上させるために、カスタマイズが可能です。そのカスタマイズもよく利用するコ

マンドをまとめたり、会社標準のメニューを作成したりするユーザインタフェースのカスタマイズから、手

間のかかる作業を効率化させたり自動化させたりする新たなコマンドを追加するようなプログラミング

のカスタマイズまで、以下のような様々な方法が提供されています。 

 

AutoCADおよび AutoCAD LTのカスタマイズ手法 

AutoCADおよび AutoCAD LTで利用できるカスタマイズ手法の概要です。詳細の内容は各リンク先

のオンラインヘルプを参照してください。 

⚫ ユーザインタフェース 

➢ リボンなどのメニューを含むユーザインタフェースをカスタマイズできます。 

⚫ コマンドラインスイッチ 

➢ コマンドラインスイッチを使用すると、AutoCADの起動時にスクリプトを実行したり、テンプ

レートファイルを指定することができます。 

⚫ 図面テンプレートファイル 

➢ 画層や寸法スタイルなどの各種の設定をおこなった図面テンプレートファイルを定義しておく

ことで、その図面テンプレートの内容に基づく新規図面を作成できます。 

⚫ オプションダイアログ 

➢ AutoCADの様々な動作を、オプションダイアログ内で設定できます。 

⚫ 線種、ハッチングパターン、シェイプ図形、文字フォントの作成 

➢ 線種、ハッチングパターン、シェイプ図形、文字フォントを独自に定義して、AutoCAD上で利

用できます。 

⚫ コマンドのエイリアス 

➢ コマンドのエイリアスを定義すると、コマンド名すべてを入力しなくても省略形の入力で、コマン

ドを実行できます。 

⚫ スクリプト 

➢ 各行にコマンドを記述したテキストファイルを作成し、スクリプトとして実行することで、その内

容をそのまま処理することができます。 

⚫ DIESEL式 

➢ DIESEL式をメニュー内でマクロとして使用したり、ステータスバーに表示する文字を変更した

りすることができます。 

 

  

https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-2285BF2B-C190-48F5-983A-A783140D813C
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-7FDC500C-E04A-432D-A73D-EB1B6C6728B1
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-02979F86-385F-4A53-A3FB-7202F1225CDA
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-7AE6809D-BEC7-4E86-A19E-3D496F0F44BD
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-5A6E6759-8A9A-4A8A-9AEE-EE9DB72F792D
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-A6F2E6FF-1717-44B6-A476-0CA817ADD77E
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-BC8EFEAC-D640-410A-8EC8-2EBB38DE6563
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-FE9AE544-F537-4D3B-8F75-B76484513787
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-95BB6824-0700-4019-9672-E6B502659E9E
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-5FECC209-F81B-4B7E-8DC8-D21ADB444E4B
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-5FECC209-F81B-4B7E-8DC8-D21ADB444E4B
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AutoCADでのプログラミングカスタマイズ手法 

さらに AutoCADでは AutoCAD LTでは利用できない、アプリケーションプログラミングインタフェース

（API）を使用したプログラミングカスタマイズが活用できます。詳細の内容は各リンク先のオンラインヘ

ルプを参照してください。 

AutoLISPや VBAは比較的容易にプログラミングカスタマイズが可能で、.NET APIや Object ARX

は開発環境として Visual Studioが別途必要になりますが、より拡張性の高いプログラムを作成できま

す。 

 
 

⚫ アクションマクロ 

➢ コマンドや入力をアクションマクロファイルとして記録し、その内容を再生することができるの

で、プログラミングをしなくても特定の操作を自動化できます。 

⚫ AutoLISP 

➢ LISP言語に基づくプログラミングで、AutoCADのコマンドにアクセスしたり、図面データベー

スのオブジェクトを修正/作成する独自のコマンドを定義して、作業の自動化や機能拡張が可

能です。 

⚫ ActiveXオートメーション 

➢ ActiveXオートメーションを使用して、オートメーションコントローラとして機能するMicrosoft 

Excelのようなアプリケーションから、AutoCADの図面オブジェクトを作成したり操作したりで

きます。 

⚫ .NET API 

➢ Microsoft .NET Frameworkを使用し、VB.NETや C#などのプログラミング言語を使用して

AutoCADのアプリケーションを開発することができます。 

⚫ VBA 

➢ VBA（Visual Basic for Applications）は、AutoCADと同時に動作するので、プログラムは高

速に実行でき、AutoCAD VBAからMicrosoft Excelなどと連携して処理することも可能で

す。 

⚫ ObjectARX 

➢ AutoCADデータ構造に直接アクセスして、クラスや機能を拡張できるアプリケーションを開発

できるプログラム環境です。 

 

  

https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-1B263E51-BF31-498E-A4EF-A32484AE8557
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-16DC15FC-5329-492E-B66A-401D49CF971F
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-2090E4E8-9AE0-4E01-B5EB-0843A30EB0E9
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-2090E4E8-9AE0-4E01-B5EB-0843A30EB0E9
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-3A5E2EE7-9A06-4965-A614-AD97A49B849A
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-2CD40631-D67B-4DF0-A2C4-606E9B613252
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-3FF72BD0-9863-4739-8A45-B14AF1B67B06
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アクションマクロ / アクションレコーダ 

コマンドや入力をアクションマクロファイル（.actm）として記録し、その内容を再生することができるの

で、プログラミングをしなくても特定の操作を自動化できます。 

さらにその記録を行うアクションレコーダーでは、コマンドや入力をアクションマクロとして記録、修正、

再生するだけでなく、ユーザメッセージの挿入や入力の要求を設定することも可能です。 

 

アクションマクロを記録と記録の停止 

アクションレコーダでコマンドや入力の記録の開始と停止をおこないます。 

メニュー： [管理]タブ > [アクションレコーダ]パネル > [記録]または[停止] 

 
 

アクションマクロを新規作成 

1. [管理]タブ > [アクションレコーダ]パネル > [記録]をクリックして、アクションマクロの記録を

開始します。作図領域のクロスヘアの横に赤い円のアイコンが表示され、アクションマクロ

の記録中であることを示します。 

 
2. コマンドや入力を行います。 

3. ヒント： ダイアログボックスでおこなった変更は記録されないので、ダイアログボックスを表

示するコマンドは使うべきではありません。[プロパティ]パレット、[画層プロパティ管理]パ

レット、[ツールパレット]ウィンドウは使用できます。 
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4. 入力が終了したら、[管理]タブ > [アクションレコーダ]パネル > [停止]をクリックします。 

5. [アクションマクロ]ダイアログが表示されるので、[アクションマクロコマンド名]にアクションマ

クロの名前を入力し、[説明]に記録したアクションマクロの内容の説明を入力して、[OK]を

クリックします。 

 
6. ヒント： 保存されたアクションマクロファイルは、[フォルダパス]の場所にあります。フォルダ

パスは、[オプション]ダイアログの[ファイル] > [アクションレコーダの設定] > [アクションマク

ロファイルの場所]で指定されています。またシステム変数 ACTRECPATHでも指定され

ています。 
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アクションマクロを修正 

アクションマクロの記録内容そのままでは、同じ内容が繰り返されるばかりで汎用性に少し欠けます。

アクションレコーダでユーザ入力を要求するように設定することで、ユーザ入力に応じた処理にすること

ができます。 

メニュー： [管理]タブ > [アクションレコーダ]パネル 

 

アクションマクロでユーザ入力を要求させる 

1. [管理]タブ > [アクションレコーダ]パネルで、アクションレコーダを展開させます。 

 
2.  [アクションツリー]で、ユーザ入力を要求するようにしたい値ノードを右クリックして、[ユー

ザ入力を要求]を選択します。 
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アクションマクロのロードと再生 

アクションマクロファイルは、システム変数 ACTRECPATHと ACTPATHで定義されたパスにあるも

のが自動的にロードされます。システム変数 ACTRECPATHのパスは、[オプション]ダイアログの[ファ

イル] > [アクションレコーダの設定] > [アクションマクロファイルの場所]で指定、システム変数

ACTPATHのパスは、[オプション]ダイアログの[ファイル] > [アクションレコーダの設定] > [追加のアク

ション読み込みファイルの場所]で指定されている内容になります。 

 
ロードされているアクションマクロを再生するには、目的のアクションマクロをリストから選択して、[再生]

をクリックします。 

 

アクションレコーダでアクションマクロの再生をします。 

メニュー： [管理]タブ > [アクションレコーダ]パネル > [再生] 

 
 

アクションマクロを再生 

1. [管理]タブ > [アクションレコーダ]パネル内のリストで、目的のアクションマクロを選択して、

[再生]をクリックします。 

2. ユーザ入力が要求されて一時停止している場合は、図形の選択等のユーザ入力をして処

理を継続させます。 
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AutoLISP 

LISP言語に基づくプログラミングで、AutoCADのコマンドにアクセスしたり、図面データベースのオブ

ジェクトを修正/作成する独自のコマンドを定義して、作業の自動化や機能拡張が可能です。AutoCAD

のコマンドプロンプトにコードを入力したり、外部ファイルからコードをロードすることが可能です。 

AutoCAD 2021以降で、Visual Studio Codeを使用した AutoLISPプログラミング開発が可能になり

ました。AutoLISPはメモ帳などのテキストエディタを使ってプログラムを作成できますが、ここでは

Visual Studio Codeを使う方法をご紹介します。 

 

Visual Studio Codeを使用する環境の構築 

Visual Studio Codeを利用するには、AutoCADとは別に入手の上、AutoLISPのプログラミング開発

で使用するために、いくつかの手順が必要です。 

 

Visual Studio Codeの入手 

1. Visual Studio Codeのサイトにアクセスし、ダウンロードしてインストールします。

AutoCADのオンラインヘルプにも解説されています。 

2. インストール直後の Visual Studio Codeは英語表示ですが、Japanese Language Pack 

for Visual Studio Codeをインストールすることで日本語表示にできます。こちらのサイト

の解説を参考にしてください。 

 

AutoCAD AutoLISP Extensionをインストール 

1. Visual Studio Codeで AutoLISPの構文を理解したり、デバッグができるように、

AutoCAD AutoLISP Extensionをインストールします。 

 
2. オンラインヘルプ「AutoCAD AutoLISP Extensionをインストールするには」を参照してく

ださい。 

 

デバッグ環境設定を追加 

1. Visual Studio Codeで AutoLISPプログラムをデバッグする際の環境を設定します。使用

している AutoCAD AutoLISP Extensionのバージョンによって手順が異なるので注意し

てください。 

2. オンラインヘルプ「デバッグ用に AutoCAD AutoLISP Extensionをセットアップするには」

を参照してください。 

 

https://code.visualstudio.com/
https://code.visualstudio.com/
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-B18FA64E-AF62-4399-9D4F-57A18A472185
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-B18FA64E-AF62-4399-9D4F-57A18A472185
https://www.fenet.jp/dotnet/column/environment/5400/
https://www.fenet.jp/dotnet/column/environment/5400/
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-40CCD08C-D9FC-482D-96FE-6AAC86A63220
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-40CCD08C-D9FC-482D-96FE-6AAC86A63220
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-A7CC8D30-D74E-418A-9F03-51878E512163
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AutoLISP ファイルの作成 

Visual Studio Codeを利用して AutoLISPファイルを作成する場合、AutoCAD AutoLISP Extension

に関連付けられるように、拡張子.lspをつけて保存します。 

 

AutoLISP ファイルの新規作成 

1. VLISPコマンドを実行、または[管理]タブ > [アプリケーション]パネル > [Visual LISPエ

ディタ]をクリックして、Visual Studio Codeを起動します。 

ヒント： Visual Studio Codeではなく、Visual LISP IDEが起動する場合は、システム変数

LISPSYSの値が 1または 2に変更してください。 

 
2. Visual Studio Codeで、[ファイル] > [新規ファイル]をクリックします。 

 
3. [ファイル] > [名前を付けて保存]をクリックします。 

 
4. [名前を付けて保存]ダイアログで、[ファイルの種類]を AutoLISP（*.lsp,*.mnl）にして、ファ

イル名を入力して、[保存]をクリックして、拡張子が.lspファイルとして保存します。 

 
5. AutoLISPのコードを入力します。 

6. ヒント： AutoCAD AutoLISP Extensionによって、コードスニペットがサポートされている

ので、必要な構文をすばやく入力することができます。 

例えば、defunと入力すると、AutoLISPの関数を示すレンチのアイコンではなく、コードス
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ニペットを示す正方形のアイコンを持った候補が表示されるので、それを選択して[Tab]

キーを押します。 

 
コードブロックが入力されます。 

 
7. コードが入力できたら、[ファイル] > [保存]をクリックして保存します。 

 

AutoLISP ファイルをデバッグ 

Visual Studio Codeでデバッグ機能を利用することで、ブレークポイントを追加して AutoLISPプログ

ラムの実行を中断し、現在の状態を評価したり、実行中の変数の値を確認したりすることができるの

で、プログラムがうまく動作しない場合にその原因を探ることができます。 

その詳しい手順は、オンラインヘルプ「AutoLISPファイルをデバッグする」を参照してください。 

ここでは、デバッグコンソールで AutoLISP式を評価する方法を紹介します。 

 

デバッグコンソールで AutoLISP式を評価 

1. VLISPコマンドを実行、または[管理]タブ > [アプリケーション]パネル > [Visual LISPエ

ディタ]をクリックして、Visual Studio Codeを起動します。 

2. 目的の LISPファイルを開きます。 

3. [実行] > [デバッグの開始]を選択します。 

 
4. デバッグコンソールに AutoLISP式を入力するか、LISPファイルからコードをコピーして貼

り付けます。 

 
5. 実行結果が確認できます。 

https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-09B4C574-F9FB-4F97-8728-5EAB64E13595
https://help.autodesk.com/view/ACD/2022/JPN/?guid=GUID-09B4C574-F9FB-4F97-8728-5EAB64E13595
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AutoLISP ファイルをロード 

作成した AutoLISPファイルは、ロードすることで使用できるようになります。AutoLISPファイルをロー

ドするには、APPLOADコマンドか、AutoLISPの load関数を使用します。 

なお、システム変数 SECURELOADの値が 1か 2に設定されている場合は、AutoLISPファイルがシ

ステム変数 TRUSTEDPATHSで指定された信頼できる場所にある必要があります。 

 

APPLOADコマンドで AutoLISP ファイルをロード 

1. AutoLISPファイルを信頼できる場所に配置します。信頼できる場所は、[オプション] > 

[ファイル] > [信頼できる場所]で指定されています。 

 
2. APPLOADコマンドを実行、または[管理]タブ > [アプリケーション]パネル > [アプリロード]

をクリックします。ダイアログで LISPファイルを選択して、[ロード]をクリックします。 

 
3. LISPファイルに定義されたコマンドまたは関数をコマンドプロンプトに入力して、実行しま

す。 
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ActiveX / VBA（Visual Basic for Applications） 

ActiveXによって様々なプログラミング環境から AutoCADにアクセスできます。例えば、Microsoft 

Excelの VBAから AutoCADにアクセスするようなことが可能です。 

また、VBA（Visual Basic for Applications）は、AutoCADと同時に動作するので、プログラムは高速

に実行できます。AutoCAD VBAからMicrosoft Excelなどと連携して処理することも可能です。 

AutoCAD VBAモジュールは、AutoCADをインストールしてもインストールされず、別途ダウンロードと

インストールが必要です。https://www.autodesk.com/vba-download-jpn から利用したい AutoCAD

のバージョンに合ったものを入手してください。 

 

VBA管理 

VBA管理で VBAプロジェクトのロード、ロード解除、保存、作成、埋め込み、抽出をおこないます。 

コマンド： VBAMAN 

メニュー： [管理]タブ > [アプリケーション]パネル > [VBA管理] 

 
 

 

https://www.autodesk.com/vba-download-jpn
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VBAプロジェクトを新規作成 

1. VBAMANコマンドを実行し、[VBA管理]ダイアログを開き、[新規作成]をクリックして新し

いプロジェクトを作成します。 

 
2. [Visual Basic Editor]をクリックして、Visual Basic Editorを起動します。 

 
3. コードを記述して、プログラムを作成します。 

4. プロジェクトは、.dvbファイルとして保存できます 

5. ヒント： エディタ内の AutoCADオブジェクトを選択して、[F1]キーを押すと、AutoCAD 

ActiveXオブジェクトライブラリのリファレンスガイドを参照できます。 
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VBAプロジェクトをロード 

VBAプロジェクトをロードして、VBAプロジェクトのモジュールとマクロを利用できるようにします。 

コマンド： VBALOAD 

メニュー： [管理]タブ > [アプリケーション]パネル > [プロジェクトをロード] 

（VBA管理ダイアログの[ロード]からも VBAプロジェクトをロードできます） 

 
 

VBAプロジェクトをロード 

1. VBALOADコマンドを実行し、[VBAプロジェクトを開く]ダイアログで、.dvbファイルを選択

し、[開く]をクリックします。 
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VBAマクロ実行 

VBAマクロの実行、編集、削除をおこないます。 

コマンド： VBARUN 

メニュー： [管理]タブ > [アプリケーション]パネル > [VBAマクロ実行] 

（VBA管理ダイアログの[マクロ]からもマクロダイアログを表示させることができます） 

 
 

VBAマクロを実行 

1. VBARUNコマンドを実行し、[マクロ]ダイアログで実行したいマクロを選択し、[実行]をク

リックします。 

 
2. マクロが実行されるので、画面の指示に従います。 
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参考資料  

AutoCADについてより深く学ぶ資料や最新情報を入手できるホームページなど、参考となる資料を紹

介します。 

 

AutoCADクイックアンサー  

AutoCADおよび AutoCAD LTの各種機能や操作方法について紹介した資料になります。AutoCAD 

2013～2022、AutoCAD LT 2013～2022の各バージョンの PDFファイルが下記のリンクからダウン

ロードできます。 

https://knowledge.autodesk.com/ja/community/article/178086 
 

 
 

https://knowledge.autodesk.com/ja/community/article/178086
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AutoCAD リソースセンター 

AutoCAD関連の記事や動画を掲載しているホームページです。最新情報なども掲載されるので、定

期的に訪問して内容をチェックしてみてください。 

 

 


